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TDMT (変換主導機械翻訳）の翻訳知識の作成および簡易の翻訳実験を行なう

ためのツールについて報告する。本ツールは emacs19.27の mule-2.1上に作られ、

ILISP 5.6、 LucidCommon Lisp LL 1を利用しており、 TDMT-MULTI-4のシステ

ムを対話的に動作させながら効率的に翻訳知識を作成することができる。主な機能と

しては、翻訳知識の検索、翻訳実験、適用された翻訳知識および文構造の表示などが

ある。
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第 1章

はじめに

1.1 TDMT-MULTIシステムの概要

TDl¥tIT-MULTIシステムは変換主導型機械翻訳 (TDivIT)[古瀬， 94][Furuse, 94]の多言語翻訳実験

システムであり、単方向の翻訳処理を切替えることによって多言語問の翻訳処理を実現することができ

ます。 TDMT-MULTIシステムは形態素解析、変換、生成の 3つの主要なモジュールから構成されて

います。翻訳処理を実現するには原言語の形態素解析と目的言語の生成モジュールを用意し、さらに変

換知識などの翻訳知識を各翻訳方向（原言語から目的言語）で用意する必要があります。

1.2 TDMT翻訳知識作成ツールの概要

TDMT翻訳知識作成ツールは TDMT-MULTI システム用の翻訳知識を効率よく•作成するためのツー

ルです。本ツールの提供する主な機能としては、翻訳知識の検索、翻訳実験、適用された翻訳知識およ

び文構造の表示などがあります。なお、本ツールは emacs19.27のmule-2.1上に作られ、 ILISP5.6、

Lucid Common Lisp 4.1を利用しています。

クイトルパッファ

メニューパッファ

処理時問パッファ

Outputパッファ
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1.3 TDMTの翻訳知識について

本ツールは主として TDMTの翻訳知識を作成するためのものです。 TDMTの翻訳知識とは、 TDMT

システムの変換処迎 (transfer・モジュー］レ）が使用する］レールおよび辞書のことで、これらは翻訳処理

の中心的な部分で使われます。これらの知識は相互に依存する関係をもっていますので、そのパランス

を考慮しながら作成する必要があります。ここでは、 TDMTの翻訳知識の種類と働きについて簡単に

述べます。

• p-clata 

変換）レールのことを指します。変換処理はこの変換）レールを組み合わせて入力文の構造をとらえ、

翻訳の骨組みを決めます。各）レールは一つの原言語パターンと一つ以上の目的言語パターンから

なります。目的言語パターンはそれぞれいくつかの用例を持っており、この用例と実際の入力と

の比較により適切な目的言語パターンを選び翻訳するしくみです。

(define-pattern degozaim邸 uka:j-e 4 

(?x,, で””ごぎいます””か ")(:head1) 

＝＞ 

(((!x) (yn-q 1)) 

((("予定))))
(("何))))

)) 

((("that" "is" "right") (yn-q 1 2 3)) 

((("さよう))))

））） 

• a-data 

解析ルールのことを指します。変換処理の前処理として形態素列の調整やマーカーの挿入などを

行ないます。これは次の 3種類に分類されます。

1. Lexical transformation 

形態素を調整するためのJレールです。主に形態素の合成などに使います。

(define-morph @adcl-suru :j-e (1する）

(:all-copy . 1)(:pos . 本動詞））

(define-lex1cal-transformat1on sahen-verb-wo :j-e 3 

（ 
(((:pos . サ変名詞）） ((:word. "を "))((:reg-exp. "する")))

＝＞ 

((@aclcl-suru) 

））） 
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2. Local transformation 

形態素列の間にマーカーを挿入するためのルールです。

(define-local-transformation auxv /rentai-cn :j-e 3 

((((:pos . 助動詞） (:conj-form. 迎体）） ((:pos . 普通名詞）） ((:pos . 助動詞）））

＝＞ 

((1 <auxv /rentai-cn-auxv> 2 3) 

(("たい””わけ””です)))

)）） 

((((:pos . 助動詞）(:conj-form. 連体）） ((:pos . 普通名詞）））

＝＞ 

((1 <auxv/rentai-cn> 2) 

(("たい””こと)))

("た))))パンフレット)))

("た””段階)))

）））） 

3. Total transformation 

形態素列を並ぺ換えるためのルールです。

• source to target dictionary 

変換辞書のことを指します。変換ルールを繰り返し用いた結果できる木構造の末端部分の単語を

翻訳するための辞書です。

(define-die j apanese-to-english-clic t 

; ； there 

("ございません"(there "there")(adv "not")) 

;； pronoun代名詞

("私"(pron "I")) 

("お客様"(pron "you")) 

("こちら"(pron "this")) 

("これ"(pron "this")) 

("そちら"(pron "you")) 

("それ"(pron"it")) 

("そこ"(pron "there")) 

『当社"(pron "we")) 

("やつ"(pron "one")) 

3
 



第 2章

システムのセットアップと終了

ここでは、システムを使用するにあたって必要な環境設定はすべて整っている状態でのシステムのセッ

トアップについて説明します。環境設定については第 5章を参照してください。

2.1 システムのセットアップ

l. unixのシェルまたはシステムメニューから mule-2.1を立ち上げる。 （下線部をタイプして下さい。）

ロニ ）
 

2. mule上で TDMT-MULTIを立ち上げる。 （次のコマンドをタイプすると Lispが立ち上がりま

す。このときカーソルはミニバッフアにあります。）

ロニ ）
 

3. ミニバッファにセットアップファイルを指定する。 (Lispが立ち上がったのを確認してから [RET]

入力して下さい。）これにより TDMT-MULTIシステムの各モジュールおよび翻訳知識などのデー

タがロードされます。ロードされているファイルのディレクトリが正しいかどうか確認して下さ

い。なお、セットアップファイルのパス名は各ユーザーごとに異なりますので注意してください。

ロ …セットアップファイルのパス名 J
 4. ロードが終了すると、 Lispのプロンプトがでた状態になります。その後、次のコマンドをクイプ

して、 TDMT翻訳知識作成用の圃而を呼び出して下さい。

~ ... (Meta十ゼロ） ）
 以上でセットアップは完了です。また、先に Lisp (M-x lucid) とTDMT (>(load,,_ /setup.lisp")) 

を立ち上げて、後でTDMT翻訳知識作成ツールをロードすることもできます。その時は、 M-x tclmt-winclows 

コマンドを入力してください。
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2.2 システムの終了

基本的な終了方法を説明します。

1. TDMTおよび Lispの終了： M-x lucidまたは後述の 1コマンドにより Lisplistener・バッファを

呼び出し、次のようにタイプして [RET]する。

口 ¥ー
|
lノ

2. muleの終了：絹集したファイルをすべてセープするかパッファを killしてから次の keyをタイプ

する。

C-x C-c 

Lispをセープせずに muleを終了しようとした場合には、

Active processes e泣st;kill them and exit anyway? (yes or no) 

というメッセージがミニバッファに表示されます。この場合は yes[RET]と入力すれば終了します。ま

た、変更されていてセープされていないファイルがある場合には、

(Save fikファイル名'(y,n,', ., q, C-,, C-h) 〕
というメッセージがミニパッファに表示されます。 Lの場合は yと入力すればセーブされます。

多くのファイルバッファをセープしたり killする必要のあるときは次の方法が便利です。

• ファイルをまとめてセープする方法

l. C-x C-bで *Buffer-List*を呼び出す。

2. セープするファイル名の行で sと入力して Sマークをつける。

3. X と入力すると、 Sマークついたすべてのファイルがセープされる。

• バッファをまとめて killする方法

1. C-x C-bで *Buffer-List*を呼び出す。

2. セープするファイル名の行で dと入力して Dマークをつける。

3. X と入力すると、 Dマークついたすべてのファイルが killされる。

5
 



第 3章

コマンド操作説明

3.1 基本操作説明

TDMT翻訳知識作成用の画面（以下 TDMT画面という。）での基本的な操作について説明します。

この画面は "*TDMT-"という接頭辞付きの名前を持ったいくつかのバッファ（以下、 TDMTバッファ

という。）で構成されており、それらのバッファ上では通常muleで使用するものとは違う keyが割り

当てられています。 TDMTバッフアは各バッファごとにそれぞれ固有の特殊な keyが割り当てられて

いますが、ここでは TDMTバッフアに共通する keyについて説明します。

1. カーソルの移動やカット、ベーストなどの甚本操作は本来の muleと匠とんど同じです。

2. TDMT専用に割り当てられた keyはCtr,Meta keyを必要としないものが多いですが、 Shiftkey 

はよく使います。以下の keyの説明で大文字のものは Shiftkey入力が必要です。

3. マウスのミドルクリックはその場所にカーソルを合わせ [RET]をタイプしたのと同じです。甚本

的には紫に色付けされた部分がマウスセンシテイプでマウスがセンスすると緑にハイライトされ

ますので、そこでミドルクリックすると割り当てられたコマンドが起動されます。

4. TDMTバッファに共通する keyコマンドのうち特殊なものを以下に示します。特に初めの 2つは

頻繁に使うことと思われますので、その動作をよく迎解して下さい。

[key] [機能］
M-0 Meta十ゼロ。 TDMT画面を抜ける。再度タイプすると TDMT両面を呼び出す。

M-q 現在の TDMTバッファから抜ける。

0 別のウィンドウにカーソルを移動する。

d 現在カーソルのあるウィンドウを広げる。またはもとに戻す。

b TDMTバッファを選択する。

n カーソルを下方移動する。

p カーソルを上方移動する。

5. 次節で説明するメニューバッファに表示される各コマンドも甚本的に共通です。
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3.2 メニュー

（メニューパッファ）

m 

g
 r
R

P

A

D

G

 ＞
 ＜ 

a

S

T

F

 
W

L

l

 M

h

 

*TD MT-menu* 

[key] [機能］
t 入カテキストの呼び出し。

i 入力履歴の呼び出し。

b TDl'vITバッファの呼び出し。

形態素f悌折処理結果の表示。

生成処理結果の表示。

Outputパッファ上でのルール名の検索。

ロードされているルール定義の呼び出し。

ロードされた p-dataのディレクトリ表示。

ロードされた a-dataのディレクトリ表示。

ロードされた変換辞書の呼び出し。

ロードされた生成辞書の呼び出し。

翻訳結果の次候補表示。

翻訳結果の前候補表示。

翻訳結果の全候補表示。

Source treeの表示。

Target treeの表示。

自由入力。

翻訳モードの切替え。

ルール、辞書類のロード。

Lisp listenerの呼び出し。

システムマップの表示。

ヘルプ表示。

TDMT用のコマンドが表示されているバッファをメニューバッファといいます。このバッファは TDMT

画面を呼び出した直後に必ず表示されるバッファで、上記の key入力の他に、カーソルを移動して [RET)

入力するか、マウスのミドルクリックによってもコマンドを選択することができます。 （なお、このバッ

ファ上ではカーソルの移動は (SPC)、 [DEL)によっても行なえます。）

溢冊ば冨洲q)CI り111~,(-*;:f;liil悼tflll

カーソルによる選択

Transfer-Driven Mac出mTranslation 
〉〉〉 Menu(〈〈 mode::,1--K 

閂．．妙滋珠.Lys誌
r: f:: を,;:r:chRule Ne: 魚令
P: P・・IWL<i dfr叙：加：r::,-
G: (始r翠 ・,1t:i!:,nD:ic 
〉:f，胎xしC,迂id.idal忍
S: 絃.l1Jit,,(;¥翌認冶

F: Free Ir:put, 
l・('I. ・，,:)出灼 L:iimm庶＇

臼印正濯岬

i: Inr,ut I臨切：：窃
g: (c~ 訊巽！；訴

R: Fi叫恥k1,
A: 1¥・・ 飩訊 d:江•も（零；玲1

〈:l'.t四 :im必;Cm,iida!i-; 
T: Ta堺 Ji:.T.r: 珠
w: 如．諏出知Jr;
M: Mぞ：P

寧=:、『一―=
D : G o霊 e re,-• ・誌.:-ge t Die 

----~-----a: 阿11Gan血dates・・・・・・
7 

L --・-------・-J 

~~rこ.O訊r-.:i.eB~

図 3.1:メニューパッファ
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3.3 翻訳結果の表示について

翻訳結果は次の各バッファに表示されます。結果に複数候補が存在する場合は、第一位の候補に関す

るものが表示されます。他の候補の情報をみる場合には、＞、く、 aコマンド (3.9節参照）により他

候補を選択して下さい。

L疇時間バッファ：入力から出力までの処理時間を表示する。

Elapsed Real Time 実際に経過した時間

Total Run Time User+ System Run Time 

User Run Time 翻訳処理時間

System Run Time Lispシステムが使用した時間

2. Outputバッファ：処謡の詳細を表示する。パッファの先頭に候補番号が表示され、次に入力と出

力が表示される。また、逃用された）レールの情報と処理過程が表示される。

候補番号 NJ. 1 /1; 認互J-K
• Icoutサ＊

きょうから=a間の予定で予約してよりかといいます
.. Output ... 
咋早吋もt"a.,. せ叫叶唸""'吋吟せ年•l叶ユ甘叶中 (0,01

------------------------------一------------D誌ta="'ln,htioo in Transfer社＊
7 

noooooo :: 炉ul4:I祁ます） •J l!X e峠）．．．．（（言う）） I 
0.000000 :: JX旺 ID)5 :(?X と初ご〉 (!X•Iユ !YJ .... (ぼ本）（言う）） 1 
0.000000:: (/;(証四叩江—声tり 6.4 :(?Kてます初 a)(!KL!'/)"" ((予約する） Ill: 杓I
noooooo :: c謬旺郎） 5 :(?Xで?'I),〉l!Xss !YI .... ((予定{

I 
予約する））

noooooo :: c江五—N:rl) 6 :(?Xの'NIa) (!X叫!'/)…. (lr,'ll 予定））
I 

noooooo :: Iぷ5四—防路） 6 :(?X から ?'I)•) l!X早司 !YJ.... II今日I(f,lll) I 
noooooo: nrc: c きょう） •I l11m11£. 者）） 1 
noooooo :: (沼謳I--砥 7:(?X 間）＝〉 (!X¼せ） .... (18)) I 
noooooo :: 図霙I・サIl1IT)7 :(?X 81, 〉(!X'JI.... 1100)1 
ROOOOOO: DIC: 13)•) II(い印 3)))

I 

noooooo: nrc: I予定） a) Wぼ討 <>l~)I I 

noooooo: nrc: I予約し） ,J 1rocrv年）億ぼ碑叶）） I 

適用 p-data表示 /'k,r 0,000000: DIC: 両） a) 1(1,'.!'f))P "'.=,j)} I 
QOOOOOO: DIC: I いい） ⇒〉(~\碑 •Ill 1 

AL DISIN~E a Q 00D00D 
ーニニこニニニこニニニニこニニニニここニニニニニニこニニニニニニニニニニこニニニニニここ：
四 Disセ匹 ,,1n,1,、tionin改ruy,js... 

適用 a-data表示 1 匹 L-寧瑯TICN... 
/ QODOOOO::(寧疇疇 3:(和し） ,J (和し） ： 
叫 DISIM~E a 0.000000 

云： こここここここここここここここここここここここ二こここごここここごここここ］
〉)） oorphoぬ¢叫 an,lJsis
：（きょうから 3日間の予定で刊勺してます鈴木といいます）

I 

ぶIぶL-訊 収 如 砕TI渭…
I 

きょうから 3日間の予定で予約してます氏ポといいます） ＇ 
〉)） a心 si, I 
)）） transfer I 
きょうから 3B ra1 OJ予定で予約してます踪木といいます）L------------------------------------------_J  

入力文

翻訳結果

疇過程表示

=,,. 出~-<;;i面キ書Wlil四凸,,,_,i.ャぷ冒駅l'ill.=lli

図 3.2:Outputパッファ

3. Source treeバッファ、 Targettreeバッファ：）レー）レの適用状況を木構造で表示する。
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3.4 入力用テキストのロード (tコマンド）

*TDiVIT-menu* (メニューパッファ）

(key] [機能］
t 入カテキストの呼び出し。

テキストの呼び出しをします。システム立ち上げ後、初めてこのコマンドが使われた時は、ファイル

からテキストをロードしますので少し時間がかかります。

1. テキストの大分類が表示されますので、カーソルを移動して [RET]で選択して下さい。

*TDMT-text-1* (テキスト大分類パッファ）

[key] [機能］
RET 大分類の選択。

カーゾルによる選択

T詞 rnfer-Dr:i:沢enMachine Translation 
〉〉〉 Text〈〈〈 mode::J-K 

l隕叫=儡潤可図~I
ヽ ・・_,,',--:•,-. マ・・ヽ吋-,~:,,,.'心；唸
疇 ,,, •. ー 、,..... ふ~・・,.. . ● ............. ..  

訳 ・・F<・・・｛吋,,.,,,,.,,、,.....、,・-・ ペ・.....、...........、.,:;,., ..、・----心,,,,.,....... ヽ•し............

斌 F戸..叙:m翠索:t'C詞畷

裟這1苓諏琴謬冥醗
紐']:二•こ四琴益逹恥筵李

＼マウスによる選択

1=1JN~ 俎渭~~馴l)ijj~序叩~-即研訓帽日;9屯三

図 3.3:テキスト大分類パッファ

2. テキストの小分類が表示されますので、カーソルを移動して (RET)で選択して下さい。

*TDIVIT-text-2* (テキスト小分類バッファ）

[key) [機能］

RET 小分類の選択。

t 翻訳のパッチテスト。

ここでの tコマンドはテキストをまとめてパッチテストするコマンドで、結果の出力先はバッファ、

ファイル、 Lisplistenerのいずれかの中から選択して下さい。

カ レによる速炉／三三□三~de
1=隕wm:·~罹悶配叫,a雹寄~J:tt~言·訓~••J:副唸＝

図 3.4:テキスト小分類パッファ

，
 



3. テキストが表示されますので、カーソルを移動して [RET]入力するとカーソル行の翻訳が実行さ

れます。

*TDMT-text-3* (テキストバッファ）

[key] [機能］

RET ー文翻訳実行。

C-f カーソ Jレ前方移動、入力変更モード＊への切替え。

C-b カーソル後方移動、入力変更モード＊への切替え。

カーソルによる選択

Tr謬 fer-DrivenMac! 血eTr謬 lation
〉〉〉 Sentences 血＊浪—AF340021* 〈〈〈

讀JJ,C1儡i血喧即
¥, ¥ダ:;・・・., t.,, ゃL¥知:s:・・
，＇きょうから三.EH開の予定で予象勺してます鯰：代と ~Ii,\ まず'
”少し］．：；待ちくださ!,1" 

囁麟鱈ま匹認~-------------------­”二麟••二．」年苓翠認:..:.、こ｛琴謡：お鸞逹公丘糾睾誌:'~
＇、．．．．;~·.:.ですよね"
環字で書いでもいいんでしょうが, ~ マウスによる選択
"はし、結-1藷てず＇
”ありがとうこ冷乳ヽ ます＂

11• 隕別寄出日り間匹叫i;~・咀••量9閲濯■訓til:紐 こ

図 3.5:テキストバッファ

＊ここで入力変更モードを使用した場合、実際にはテキストが書き換えられることはありません。ここでの入

力変更はあくまでも一時的なもので、再度メニューパッファから呼び出したときには元のテキストが表示され

ます。
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3.5 入力履歴の参照 (iコマンド）

*TD MT-menu* 

[key] [機能］

（メニューバッファ）

i 入力履歴の呼び出し。

一度翻訳実行された入力文が入力履歴バッファに表示されます。最後に翻訳された入力が先頭に表示

されます。カーソルを移動して [RET]入力、またはマウスのミドルクリックによって翻訳が実行されま

す。

*TD MT-input-history* （入力履歴バッファ）

[key] [機能］

RET ー文翻訳実行。

D 履歴からカーソル行を削除。

C 履歴をすべて削除。

C-f カーゾル前方移動、入力変更モードヘの切替え。

C-b カーソル後方移動、入力変更モードヘの切替え。

また、この入力履歴バッファは基本的に文の書き換えができないモードですが、 C-f,C-bのコマンド

によってカーソルを移動した後には、文を書き換えることができるようになります。この機能は以前に

入力した文を少し変更して再度入力したい場合に便利です。

カーソルによる選択

Transfer-Driven付achineTranslation 
〉〉〉 InputHistory〈〈〈 mode::J-K 

=tl.Wm:mりn閤置即I悧訓l'Iり一(l:RIぃ~血
!:);:. 匹 栄 聡 ぷT'芍’故:;;! "" ! ・•.. ・, 紐.,如'"¥,ぶ；cl.:::, ヽョ•
fl、：_, 嘩：,:'.; 'ヽ,,ヽ,,.. ,::! ヽ,.. ,[、．罪虚如'¥P... .l.、／・プ―:;,;vc'..i: 臼 l..,i:i~:, が
! ・z.)'、;.1j・；？ヽ..., .... ; ー'.i'"'l../をが・汎罰しヽし、た.l.. , ます”
”ところで、~::ちらで！日本p・-1を：ウォンに：換えることはできますが`
,, itぅuが〉．．．ぅ：：ござし、ます,,
＇深:ぞ叉贔．：鰐ぎ砂翌望匁：［ふ哀覧`］

1=隕，~,c;出Z旧ぼ置洲~,n四ltt!lffl漏剛tRI卜~言•但削濫；

図 3.6:入力履歴バッファ
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3.6 形態素解析処理情報の参照と部分翻訳 (111コマンド）

*TDMT-menu* (メニューバッファ）

[key] [機能］

m 形態素解析処理結果の表示。

最後に翻訳実行された文の形態素解析結果を表示します。同じ文に対して続けて m コマンドが使用さ

れた場合は、形態素解析処理の再計算をせずに形態素解~処理バッファを呼び出すだけです。

*TDMT-morph-analysis* (形態素解析処理パッファ）

(key] [機能］

RET 形態素解析処理結果の部分翻訳実行。

このバッフアには形態素解析結果のうちの一部分を翻訳する機能があります。範囲の指定は通常の emacs

での region指定と同様に行ないます。

1. まず、指定する部分の先頭形態素の行頭にカーソルを移動する。

2. ここで C-[SPC]と入力するとミニバッフアに"Markset"と表示される。

3. 指定する部分の最後の形態素の次の行までカーソルを移動する。

4. ここで [RET]入力すると指定部分が翻訳されます。

翻訳の指定範囲

11:1 
""'文：t

-r--1 
―̀!::II渾,,廿.;ft切II埒曇,rl:,ilaJ.,,,,井在．、_一lll≪11-i1l,ijt;;,:Oll

[I] 

図 3.7:形態素解析処理バッファ
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3.7 生成処理情報の参照 (gコマンド）

*TDMT-menu* (メニューバッファ）

[key] [機能］
g 生成処理結果の表示。

最後に翻訳実行された文の生成処理情報を表示します。生成処理モジュールヘの入力と出力が表示さ

れます。変換Jレール (p-data)で与えた生成情報が意図したとおりになっているかどうかを確認できま

す。

生成処理の入力

Transfer-Driven Machine Trans誌tion
〉〉〉 Generation〈〈〈 mode::J-K 
Iぼ叫=饂~ll'l~~•lil~翻I順帽

回'**Generation *** 
（（麟BCH"3") (NCO剛 "0J")(NCO剛"号せ"))

((NNUMBCH 3) (NCO剛 Q゚) (NCO剛号せ））

＼ 

Im隕点＇倒間匹~•l~!i霰元需m R祁潤■訓t•mi,~=

図 3.8:生成処理バッファ

13 



3.8 翻訳知識の検索、編集、再ロード、定義の無効化 (r、R、Lコマンドなど）

*TDMT-menli* (メニューバッファ）

[key] [機能］
r Outputパッファ上での）レール名の検索。

R ロードされている）レール定義の呼び出し。

P ロードされた p-dataのディレクトリ表示。

A ロードされた a-dataのディレクトリ表示。

D ロードされた変換辞書の呼び出し。

G ロードされた生成辞書の呼び出し。

L )レール、辞書類のロード。

翻訳知識（）レールおよび辞書）を検索したり、網集するためのコマンドです。 Dまたは Gコマンド

は直接該当ファイルのバッファを呼び出します。）レールについては多くのファイルをアクセスする必要

があるので、操作が少し複雑になります。一般的な）レールの網集手順は次のようになります。

3.8.1 一般的なルールの編集手順

l. 目的の文を翻訳実行してみる。

2. Outputパッファに）レール名が表示されている場合は 1・コマンドで問題のある）レール名にカーソル

を移動して、 [RET]入力するとファイルのバッフアが呼び出される。 （マウスのミドルクリック

でもよい。）

3. Outputバッファに結果が出ない場合は、 Pコマンドまたは Aコマンドによりディレクトリを見

て、ファイル名から）レールを探す。

4. キーワードから）レールを探したい場合や、新しい）レー）レを追加したい場合は後述の）レール検索コ

マンド (Rコマンド）を使用して下さい。

5.)レールを修正して、 C-cC-cにより再ロードする。このとき、）レール名を確認し、エラーメッセー

ジがでていないかどうかも確認して下さい。）レールに問題がある場合は修正した後に再度ロード

して下さい。デバッガに落ちてしまった場合はその復旧も行なって下さい。

6. TDMT画面に戻り、再度翻訳実行してみて、結果がよくなるまで上記の操作を繰り返す。

7. ある程度）レールが決まったところでファイ）レをセープする。

14 



3.8.2 ルール検索と新規ルールファイル作成のしかた (Rコマンド）

キーワードから）レー）レを検索したい場合や、新規に）レールファイルを作成したい場合には Rコマンド

を使用します。

1. Rコマンドを起動するとミニパッファにルールの種別を確認してくるので、 p-data,lexical, lo-

cal, totalの中から選択する。 [RET]入力するとディフォルトの種別となる。

2. p-dataの場合はキーワードを入力する。

3. lexical, local, totalの場合はプライオリティまたは allを入力する。

4. Outputバッファに検索されたルー）レの一覧が表示されるので、 Jレール名にカーソルを移動して [RET]

入力するとファイルのバッフアが呼び出される。

5. また、新規にファイルを作成したい場合は、 Outputパッファの中の *NEW-P-DATA-RULE*を

選択してファイル名を入力して新しいファイルを作成する。

ルール名からの検索

新規ファイルの作成
ロ亨言~~三一(ー;'.三―iー―-三iー／三（ー~i
Ob. 1 / 1; 砂：J-K〉

Input **" 
＼検索された）レールの一覧

先日霞話で予令勺しました粒田のキムヨンチョルと申しますが
1中,Output -=i濠虻i=f.:

図 3.9:Jレール検索
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3.8.3 再ロードのしかたとルール定義の無効化 (Lコマンド）

ファイルにセープされたJレールをすべて再ロードするには Lコマンドを使用します。このコマンドは

セープされているファイルのみをロードしますので、セープし忘れたファイルがないかあらかじめ確認

して下さい。また、 Jレールをファイルから抹消した場合には必ずこのコマンドを使って古い定義を無効

にして下さい。

1. Lコマンドを起動すると *TDMT-dictionaries*バッファが呼び出される。

2. カーソルを移動して [RET]入力すると該当するルールや辞書がロードされる。 このとき Lisplis-

tenerにロードされるファイル名などが表示されるので確認して下さい。

3. ロードはモジューJレごとに行なわれ、以前にロードした内容は一度消去されます。

4. また、ファイルに問題があって正しくロードできないか、または途中でデバッガにおちる場合が

ありますのでその時はファイルを修正したのちに再度ロードして下さい。 （デバッガからの復旧

も忘れず行なって下さい。 4.3節参照。）

a-data,p-data, 変換辞害

形態素解析処理辞書

生成処理辞書

Transfer-Driven「1lachineT均芦lation
〉〉〉 LoadDictionaries〈〈〈 mode::J-K 

沿碍ロ置沖1,,a~111~•t一{19~1\l頌 Ci ,.,-. 窃"'ヤギr• ,,.,,.., ..、 9 .ヽ....,.,、...... , ... が.., .......、,.ゃ：.•• , 人,,応巳翠 (.1訊.() : ,.r--1¥ ffi()(JeJ 

l,(.). 珀；．塩睾謬e駆 :・phd: 叶．弓 .,,,..,., .. ,.、 , ,. ヽヽヽ•い・,,._,,.. ,.,. 
・よヽ―-~·-、 し t«u.:.jhl•,,.よ•,_.,,,,..... , ベ..., ：ヽ， 品即:,邸社(tiぶ1'

; ;(、忍(il¥OI: 合喧;r;E: 泊琴＇蕊切．窃 l(l.'lGT-ー•印ぽ庄·y

1=隕~心閲℃可置沖1り誓~r.r.雰~~-~· 剛~r-!iillli但湘温；

図 3.10:TDMT-dictionariesバッファ
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3.9 他候補選択（＞、 く、 aコマンド）

*TDMT-mem1* (メニューパッファ）

[key] [機能］
＞ 翻訳結果の次候補表示。

＜ 翻訳結果の前候補表示。

a 翻訳結果の全候補表示。

翻訳結果が複数個存在する場合には Outputバッファや Sourcetreeバッファ、 Targettreeバッファ

などに表示される情報は第一位の候補のものです。そこで上記のコマンドを使用して他の候補の情報を

見ることができます。 aコマンドではカーソルを移動して [RET]することにより、候補を選択すること

ができます。

カーソルによる選択

Tra1isfer-Driven Machine Tr雰誌tion
〉〉〉 AllCandidates 〈〈〈 mode::J-K 

1=1濁外＝俎訓証濯割1)~11酎111紐慎一~•l~濯•但誼三匹
''** A且 Candidates***

The total munber J.S 2. The selected candidate is 1 
； _..: 念孟を佗迄甚をは認＿は直）

冷こ＿二2年．竺．． 喜加認瓜O)~―-
マウスによる選択

1=隕＊后:m~iram駐叫9炉•~tr.叩零璽l'.;:tl窯濯■wID)J 

図 3.11:候補選択バッファ
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3.10 ユーティリティコマンド

*TDMT-menu* (メニューパッファ）

[key] [機能］
b TDMTバッファの呼び出し。

S Source treeの表示。

T Target treeの表示。

F 自由入力。

w 翻訳モードの切替え。

l Lisp listenerの呼び出し。

M システムマップの表示。

h ヘルプ表示。

l. bコマンドは任意の TDMTパッファを呼び出します。ミニバッファで呼び出すバッファを指定し

て下さい。

2. Sコマンド、 Tコマンドはそれぞれの treeが表示されているパッファを広げます。

3. Fコマンドはミニバッファからの自由入力を翻訳します。

4. wコマンドは翻訳方向のモードを切替えます。

5. 1コマンドは Lisplistenerを呼び出します。 M-xlucidコマンドと同じです。

6. Mコマンドは現在TDMTシステムがどのようなファイルやディレクトリを使用しているかを確

認したり、一時的にパスを切替えたりできます。

7. hコマンドは現在カーソ｝レのあるバッファについて TDMTに関わるコマンドの keybindingを表

示します。 [SPC]入力により順次その説明をみることができます。
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第 4章

使用上の注意

4.1 文の入力と翻訳実行について

翻訳のための文を入力する方法は次の 3通りがあります。

1. tコマンドによりテキストを呼び出して選択または修正入力する。

2. iコマンドにより入力履歴を呼び出して選択または修正入力する。

3. Fコマンドによりミニパッファから入力する。

修正入力とは、もとの文を書き換えて入力することですが、これを使うと形態素解析の結果が書き換

え部分以外でも変わってしまう場合があります。そこで、単に部分的な翻訳結果をみたいという場合に

は修正入力は使わずに、 mコマンドによる部分翻訳の利用をおすすめします。 (3.6節参照）

また、本ツール上で翻訳を実行した場合、経過実時間 (ElapsedReal Time)が大きくなり、翻訳処

理に必要な時間 (UserRun Time)の2倍程度かかってしまいます。これは本ツールと Lispのインクー

フェースの問題が原因と思われ、現在解決方法を模索中です。高速な処理が必要な場合は、 Lisplistener 

上で次の閲数を実行して下さい。実行が終了した後でTDMT画面にもどり、 aコマンド (3.9節参照）

で候補選択をすれば必要な情報がみれます。

> (time (translate "ありがとうございます))))

4.2 ファイル編集について

辞書やルールはほとんどが括弧をもとにデータを認識するようになっているので、括弧の対応には十

分注意してください。間迎えた場合は、ロード時にエラーがでたり、正常にロードできなくなります。

また、間迎え方によってはロード時にエラーが検出できない場合もあります。

• 括弧の対応を調べる方法 1

1. チェックする" ("括弧の位骰にカーソルをあわせる。

2. M-C-fとすると括弧をスキップして、対応する")"括弧の後ろにカーゾルが移動する。

3. M-C-bとすると逆向きに括弧をスキップする。

• 括弧の対応を調ぺる方法 2

1. 範囲 (region)指定する。

2. M-x什nd-unba.lanced-region-lispを使って指定範囲の括弧の対応を調べる。

3. または M-xfind-unbalanced-lispを使ってパッファ全体の括弧の対応を調ぺる。
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4.3 エラーについて

本ツールを使用しているうちに様々なエラーメッセージに遭遇する場合があります。これにはいろい

ろな原因があり、それを特定するのが困難な場合もあります。また、これを無視して操作を続けても問

題なく動作するようにみえる場合もあります。しかし、一般にはこれを放置しておくと後で問題がさら

に深刻化することになりますので、できる限りその場その場で解決しながら先へ進む方が好ましいと思

われます。ここでは、エラーメッセージが発生した場合の原因の見つけかたと、エラーの復旧のしかた

について述べます。

• エラーの原因

1. ルールや辞書のロード時のエラー。

これは括弧の対応があっていない場合や、必要な要素が抜けている（あるいは多い）場合な

ど書式上のエラーが原因の場合がほとんどです。また、何らかの理由で Lispのパッケージ

が transfer以外のものになってしまって、ロードできない場合もあります。この疑いのある

ときは C-cpコマンドで現在のパッケージを確認して、もし違っていればLisplistener上で

(in-package'transfer)を実行してから再度ロードを試みてください。

2. 翻訳実行時のエラー。

これはプログラムのバグの可能性もありますが、ルールや辞書にエラーがあって、ロード時

にエラー検出ができなかった場合にも発生することがあります。

3. Lisp Listener上に"Returnfrom break"のメッセージが出る。

これはシステムに対して同時に二つ以上の仕事を要求した場合（例えば、ルールのロード中

に翻訳実行した場合など）に出ます。このメッセージがでている時は、システムの動作が意

図したとおりにならない場合（例えば、ロードしたはずのルールが翻訳結果に反映されてい

ないなど）がありますので注意が必要でず。

4. その他の警告メッセージが出る。

ルールのロード時に出る警告メッセー 9ジは、ルールのエラーを指摘している場合があります

ので、十分注意してください。

5. Lisp listenerに入力しても受け付けない。

Lisp自体がおかしくなっている場合があります。原因は翻訳処理などが重すぎて負荷がかか

りすぎていることなどが考えられます。

• エラーからの復旧

¥＊ 

1. Lisp listener O)プロンプトが"->"になっている場合。

デバッガが呼び出された状態に落ちています。 C-dまたは、 abortの番号を入力してプロン'

プトが">"になるまで復旧して下さい。復旧はエラーの原因が判明した後でするようにして

ください。

2. Lisp自体がおかしくなっている楊合。

Lisp listenerにC-cC-cを入力して、一度デパッガに落してから復旧します。 C-c・C-cを入

力したときに、 LispのToplevelにもどるかどうかを問うメッセージが出る勘合があります

が、 "y"と答えてください。

3. ミニパッファ上に以前取りやめた操作のメッセージが出る場合。

ミニパッフアの質問に答えずにマウスでカーソルを移動すると、そのときのメッセージだけ

が取り残される場合があります。これを復旧するには、 C-xoコマンドを何度か使用して

メッセージの取り残されたミニバッファを呼び出し、 C-gコマンドで明示的に abortしてく

ださい。
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4. TDMTパッファを killしてしまった場合。

操作の誤りなどにより、 TDMTバッファを killしてしまった場合にミニバッフアに TDMT

バッファを作りなおすかどうかを問うメッセージが出ることがあります。これには、 "y"と

答えることにより TDMTパッファが再度作りなおされます。また、強制的に TDMTパッ

ファを作りなおしたい場合には、 M-xtdmt-winclowsコマンドを使用してください。
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環境設定

ここでは、システムをいつも同じ状態で使用するために必要な環境設定について説明します。

5.1 必要な環境

本ツールを使用するためには次のアプリケーションを使える環境が必要です。

1. mule-2.l 

2. ILISP 5.6 

3. Lucid Common Lisp 4.1 (non-clbcs) 

4. TDMT-MULTI-4 

5.2 .muleへの登録

各ユーザーの.muleファイルに例えば次のような登録が必要です。これにより、 ILISP環境がロード

でき、さらに M-xrun-tdmtをはじめとする TDMT専用のコマンドが使えるようになります。

... ,,, 
;;; For ILISP 
... 
'" 
(setq load-path (cons (expand-file-name" /usr/local/gnu/mule-2.1/lib/mule/site-lisp/ilisp/") 

load-path)) 

(load "ilisp.emacs") 

... 
"' 
;;; For TDMT 
... ,,, 
(setq load-path (cons (expand-file-name "/usr /local/TD MT /tclmt-multi-4/emacs19-stuff j") 

load-path)) 

(autoload'tdmt-windows "setup-tdmt-windows" "TD!VIT-NIULTI-4" t) 

(a.utoload'run-tdmt "setup-tdmt" "TDMT-MULTI-4" t) 

1, 
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5.3 セットアップファイルの作成

TDMT-.MULTIシステムはいくつかの言語間の翻訳を同時に扱えるようになっています。しかし、

一般的には翻訳知識を作成する問は対象とする言語のみを扱えば十分です。また、翻訳紅識を作成する

ための作業用のファイルやディレクトリは知識作成者の都合の良い場所におき、管迎する必要がありま

す。このため、あらかじめ作成者固有のセットアップファイルを用意して、その中で必要なモジューJレ

およびファイル、ディレクトリなどを指定し、自動的にシステムをセットアップできるようにします。

セットアップファイルの例を示します。

;;; -*-Mode: LISP; Syntax: Common-lisp; Package: COMMON-LISP-USER; Base: 10 -*-

... ,,, 
;;; Load SETUP-INIT 
... 
", 

(in-package :public) 

(setq *jma-morph-dic-filN 

"/usr/local/TDMT /tdmt-multi-4/j-morph/ dic/jma-morph-dic-jk.text") 

(setq *jma-word-monogram-file* 

"/usr /local/TD MT /tdmt-multi-4/j-morph/ngram/word-monogram-jk.lisp") 

(setq *jma-word-bigram-file* 

"/usr /local/TD MT /tdmt-multi-4/j-morph/ngram/word-bigram-jk .lisp") 

(setq *transfer-j-k-clin "/home/as45/dbkim/j-k/") 

(load "/usr/local/TDMT /tdmt-multi-4/build/setup-init .lisp") 

．．． ,,, 
;;; Load other Sub Systems 
... 
"' 
(load-sub-system :j-morph) 

(load-sub-system :transfer) 

(load-sub-system :k-generation) 

．．． ,,, 
;;; Load dictionaries for each Sub System 
... ,,, 
(j-rnorph: :j-loacl-all-data) 

;；； check-mode ... exp) :if-warning-continue, :if-warning-exit, :no-check 

(transfer: :load-dictionaries :mode :j-k :check-mode :if-warning-continue) 

(k-generation: :load-data) 
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第 6章

おわりに

本ツー］レは TDMTの翻訳知識を効率良く作成するために様々な機能を採り入れてバージョンアップ

を重ねてきました。開発当初は機能が少なく、操作性も不十分なため、利用者の方々にはいろいろと御

迷惑をおかけしましたが、皆さんの御意見、御指摘のおかげでここまで性能向上ができました。今後も

利用者の方々の御意見など参考にして操作性向上や機能向上のための改良を続けていきたいと思います

のでよろしくお願い致します。最後になりましたが、本ツールの開発および本報告書の作成にあたり有

益な御意見を頂いた第三研究室の飯田室長、古顧主任研究員、隅田主任研究員、金客員研究員、大井研

究員、日本IRの徳橋さん、ニチメングラフィックスの栗原さん、コングレのフェリーさん、チェさん

に感謝致します。

1994年 12月28日

）
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